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は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
に
世
界
を
覆
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
能
界
に
も
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
具
体

的
な
様
態
や
、
能
楽
界
あ
る
い
は
能
楽
師
個
人
の
対
応
に
関
し
て
は
、

既
に
本
年
度
開
催
の
特
別
展
示
図
録
『
危
機
と
能
楽
─
い
か
に
受
け
止

め
乗
り
越
え
て
き
た
か
』
お
よ
び
そ
の
増
補
改
訂
版
で
あ
る
能
楽
研
究

叢
書
8
『
危
機
と
能
楽
』
収
載
の
「
コ
ロ
ナ
禍
と
能
楽
」
に
ま
と
め
た

の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
願
い
た
い
。
な
お
、
よ
り
広
く
演
劇
界

全
体
が
蒙
っ
た
打
撃
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇

博
物
館
刊
行
の
『
ロ
ス
ト
・
イ
ン
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク�

失
わ
れ
た
演
劇

と
新
た
な
表
現
の
地
平
』
が
い
ち
早
く
、
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
検
証
し
て

い
る
。
ま
た
、
雑
誌
『
演
劇
界
』
の
5
月
号
お
よ
び
6
・
7
月
合
併
号

に
も
同
館
副
館
長
の
児
玉
竜
一
氏
に
よ
る
「
二
・
三
月�

劇
界
の
動
向
」

「
三
～
五
月�

劇
界
の
動
向
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
覆
わ
れ
振
り
回
さ
れ
た
一
年
を
振
り
返
り
、

能
界
の
主
な
動
き
を
い
く
つ
か
の
時
期
に
分
け
て
概
観
し
た
後
、
逆
境

下
に
行
わ
れ
た
催
し
や
自
粛
中
に
工
夫
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
な
ど

を
取
り
上
げ
略
述
し
て
い
く
。
催
し
の
数
は
例
年
に
比
べ
圧
倒
的
に
少

な
く
、
海
外
公
演
な
ど
も
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
も
例
年
と
は
異

な
っ
た
構
成
に
な
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

1
月

　

月
末
近
い
30
日
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
緊
急

事
態
宣
言
を
発
表
、
日
本
政
府
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

「
指
定
感
染
症
」
と
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
っ
た
が
、
能
楽
界
に
は
い

ま
だ
特
別
の
影
響
は
な
く
、
通
常
通
り
の
活
動
を
継
続
。

2
月

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
船
内
感
染
や
北
イ
タ
リ
ア
で
の

感
染
拡
大
な
ど
が
連
日
報
道
さ
れ
た
。
26
日
、
安
倍
晋
三
首
相
が
「
全

国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
…
、
今
後
2
週
間
は

中
止
、
延
期
ま
た
は
規
模
縮
小
す
る
」
こ
と
を
要
請
。
27
日
に
は
、
全

国
の
小
・
中
・
高
校
の
一
斉
臨
時
休
業
の
通
知
が
出
さ
れ
た
。
感
染
を

恐
れ
観
客
の
出
足
は
明
ら
か
に
鈍
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
能
楽
界
の
対

応
は
、
会
の
性
格
や
公
演
の
場
所
な
ど
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
る
。
宝
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生
夜
能（
28
日
）、
横
浜
能
楽
堂
企
画
公
演
『
筑
摩
江
』（
29
日
）、
国
立

能
楽
堂
特
別
公
演（
同
）、
若
竹
能（
同
、
矢
来
能
楽
堂
）は
中
止
。
一
方
、

金
春
惣
右
衛
門
追
善
能（
後
掲
。
宝
生
能
楽
堂
）は
、
同
じ
く
29
日
で
も

開
催
し
た
。

3
月

　

3
月
10
日
、
政
府
が
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
を
再
要
請
。
23
日
に
は

東
京
都
が
4
月
12
日
ま
で
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
自
粛
を
要
請
。
24
日
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
決
定
。
27
日
、
都
立

庭
園
内
施
設
の
使
用
中
止
。
都
立
公
園
・
都
管
理
下
の
河
川
敷
で
の
花

見
も
禁
止
さ
れ
た
。

　

緊
迫
し
た
状
況
下
で
、
能
・
狂
言
の
催
し
も
軒
並
み
中
止
や
延
期
と

な
り
、
予
定
通
り
開
催
す
る
会
の
方
が
特
別
な
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
時
期
に
決
行
し
た
の
は
、
観
世
会（
1
日
、
観
世
能
楽
堂
）、
能
を

知
る
会�

横
浜
公
演（
12
日
、
横
浜
能
楽
堂
）、
銕
仙
会
例
会（
13
日
、
宝

生
能
楽
堂
）、
喜
多
流
自
主
公
演（
22
日
、
喜
多
能
楽
堂
）、
銕
仙
会
青

山
能（
25
日
、
銕
仙
会
能
舞
台
）、
宝
生
会
別
会（
29
日
、
宝
生
能
楽
堂
）

な
ど
。
観
世
会
は
、
1
日
の
段
階
で
宗
家
が
中
止
す
れ
ば
、
流
儀
内
の

会
が
「
右
へ
倣
え
」
で
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

憂
慮
し
て
敢
え
て
開
催
し
た
と
の
こ
と（
観
世
喜
正
氏
談
。
能
楽
研
究

叢
書
8
『
危
機
と
能
楽
』
所
収
の
対
談
参
照
）。
喜
多
流
自
主
公
演
は

4
月
か
ら
の
年
度
最
後
の
会
で
あ
っ
た
こ
と
、
宝
生
会
別
会
は
番
組
に

〈
道
成
寺
〉が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
と
に
か
く
こ
こ
ま
で
は
や
ろ

う
と
い
う
決
定
だ
っ
た
よ
う
だ（
同
書
所
収
「
コ
ロ
ナ
禍
と
能
楽
」
参

照
）。

4
月
・
5
月

　

4
月
7
日
、
政
府
が
緊
急
事
態
宣
言
を
発
表
。
当
初
は
5
月
7
日
ま

で
の
一
ヶ
月
間
と
さ
れ
た
が
、
5
月
3
日
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
福

岡
等
、
複
数
の
都
市（
能
楽
堂
が
あ
る
場
所
は
ほ
ぼ
該
当
）に
つ
い
て
は

5
月
31
日
ま
で
の
延
長
が
決
ま
っ
た（
実
際
は
25
日
に
解
除
）。
社
会
活

動
全
体
が
休
止
す
る
中
、
能
界
も
、
公
演
・
講
座
・
稽
古
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
、
基
本
的
に
全
て
中
止
と
な
る
。
ま
れ
に
、
素
人
弟
子
の

強
い
希
望
で
自
宅
で
の
稽
古
を
続
け
た
と
い
う
例
や
、
兄
弟
や
親
戚
同

士
で
稽
古
し
た
と
い
う
例
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
各
能
楽
堂
の
事
務
所

も
閉
ま
り
、
舞
台
に
人
が
集
ま
れ
な
い
状
態
が
続
い
た
。
個
別
の
催
し

の
中
止
や
延
期
と
は
別
に
、
令
和
2
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
そ
の
ま
ま
翌
年
度
に
延
期
し
た
喜
多
流
自
主
公
演
の
よ
う
な
例

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
立
能
楽
堂
は
4
月
3
日
付
で
4
月
の
主
催
公
演

の
中
止
を
諸
方
に
通
知
し
た
後
、
続
け
て
4
月
10
日
付
で
5
月
の
主
催

公
演
中
止
の
通
知
も
出
し
て
い
る
。

　

能
楽
協
会
は
こ
の
頃
、
政
府
へ
の
要
望
書
提
出
の
た
め
の
資
料
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
能
楽
師
の
仕
事
が
ど
れ
だ
け
奪
わ
れ
て
い
る

か
を
調
査
し
て
い
る
。
協
会
か
ら
「
大
混
乱
の
中
に
ネ
ッ
ト
情
報
を
中

心
に
集
め
た
、
漏
れ
の
多
い
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
し
」

と
の
条
件
付
き
で
頂
戴
し
た
集
計
表
に
よ
れ
ば
、
能
楽
堂
で
の
公
演
だ

け
で
な
く
、
ホ
ー
ル
や
文
化
会
館
な
ど
で
の
公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
講
座
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
、
素
人
会
な
ど
に
つ
い
て
も
、
中
止

や
延
期
の
情
報
を
集
め
た
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
以
来
6
月
5

日
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
703
件（
中
止
416
、
延
期
287
）の
仕
事
が
奪
わ
れ
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た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（
詳
細
は
前
掲
「
コ
ロ
ナ
禍
と
能
楽
」

に
掲
載
の
表
を
参
照
）。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
観
客
と
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
動
き
が
各
所
で
多
く

見
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。
従
来
も
特
に
若
い
役
者
の

中
に
はY

ouT
ube

やT
w
itter

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
積
極
的
に

情
報
を
発
信
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
自
粛
期
間
に
は

ICT

（Inform
ation�and�Com

m
unication�T

echnology

）と
最
も

縁
が
薄
い
と
見
ら
れ
て
い
た
能
楽
界
が
い
っ
せ
い
にICT

に
近
づ
き
そ

の
扱
い
方
を
身
に
つ
け
、
活
用
し
始
め
た
と
言
え
る
。

6
月

　

当
初
劇
場
の
客
席
数
は
上
限
100
席
だ
っ
た
が
、
6
月
19
日
よ
り
客
席

の
50
％
の
入
場
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
市
松
模

様
」
の
座
席
の
開
始
で
あ
る
。
観
客
数
の
上
限
が
50
％
に
な
っ
た
下
旬

以
降
、
一
般
の
能
楽
堂
は
徐
々
に
再
開
し
、
6
月
20
日
に
は
宝
生
流
の

五
雲
会（
宝
生
能
楽
堂
）、
21
日
に
は
金
春
流
の
櫻
詠
会（
矢
来
能
楽
堂
）、

28
日
に
京
都
観
世
会（
京
都
観
世
会
館
）が
、
有
観
客
で
開
催
さ
れ
た
。

一
方
、
芸
術
文
化
振
興
会
は
4
月
24
日
の
段
階
で
、
国
立
劇
場
・
国
立

能
楽
堂
・
国
立
文
楽
劇
場
等
の
全
主
催
公
演
を
6
月
末
ま
で
中
止
す
る

こ
と
を
決
定
。
同
月
に
国
立
能
楽
堂
で
予
定
さ
れ
て
い
た
他
の
催
し
も

延
期
と
な
っ
た
。

　

入
場
で
き
る
観
客
数
は
少
な
く
て
も
役
者
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
の
時
期
に
は
、
無
観
客
の
ま
ま
の
上
演
を
撮
影
し
て
動
画
配
信
を

行
う
会
、
半
数
の
観
客
の
前
で
上
演
し
つ
つ
動
画
配
信
も
行
う
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
公
演
な
ど
も
多
く
あ
っ
た
。

7
月
・
8
月

　

各
流
の
例
会
な
ど
も
順
に
再
開
。
2
月
以
来
延
期
と
な
っ
て
い
た
催

し
の
振
替
公
演
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
客
数
の
上
限
が
50
％

で
あ
る
た
め
、
昼
夜
2
回
公
演
で
対
応
し
た
会
も
あ
っ
た
。

　

7
月
27
日
か
ら
8
月
7
日
、
本
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
併
せ
て
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
記
念
の
日
数
能
が
、「
能
楽

公
演
2
0
2
2
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
祈
願
～
」（
後
述
）と

い
う
新
し
い
名
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
。

9
月
以
降

　

9
月
11
日
、
政
府
は
11
月
末
ま
で
劇
場
の
観
客
入
場
数
を
100
％
に
緩

和
。
能
楽
堂
も
全
席
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

11
月
に
な
る
と
特
に
都
市
部
を
中
心
に
再
び
感
染
者
数
が
急
拡
大
。
年

明
け
に
は
第
二
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

能
楽
公
演
2
0
2
0
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
祈
願
～

　

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
に
合
わ
せ
、
日
数
能
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
決

ま
っ
て
い
た
。
主
催
者
で
あ
る
能
楽
協
会
は
そ
こ
に
向
け
て
数
年
前
か

ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
重
ね
て
準
備
し
て
い
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
体
が
延
期
と
な
っ
た
た
め
、
能
楽
公
演
の
方
は
名

称
を
変
え
、
能
楽
の
持
つ
「
祈
り
」
の
要
素
を
前
面
に
出
し
て
の
催
し

と
な
っ
た
。
会
場
に
は
「
医
療
従
事
者
へ
の
敬
意
と
感
謝
を
表
明
す
る

為
、
ロ
ビ
ー
の
一
部
を
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
」「
一
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日
も
早
い
終
息
を
願
い
、
能
楽
界
と
し
て
、
祈
り
を
捧
げ
ま
す
」
と
の

掲
示
が
出
さ
れ
、
そ
の
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
箇
所
に
は

「
今
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
す
べ
て
の
人
々
に
天
下
泰
平
の
祈
り
を
捧

げ
る
」
と
の
文
言
を
大
書
し
た
屏
風（
書
家
の
石
飛
博
光
氏
の
揮
毫
）も

立
て
ら
れ
る
な
ど
、「
祈
り
」
の
姿
勢
が
あ
ち
こ
ち
に
示
さ
れ
て
い
た
。

　

開
催
前
の
数
ヶ
月
は
能
楽
堂
で
の
公
演
が
行
わ
れ
て
い
な
い
時
期
で

あ
り
、
各
能
楽
堂
や
関
連
機
関
等
に
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
す
る

よ
う
な
通
常
の
広
報
・
宣
伝
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
能
楽

協
会
の
理
事
た
ち
が
動
画
に
出
演
し
て
直
接
呼
び
か
け
る
と
い
う
形
を

取
り
、
そ
の
動
画
も
評
判
と
な
っ
た
。
ま
た
公
演
日
に
は
連
日
会
場
入

口
に
理
事
た
ち
が
立
ち
並
ん
で
観
客
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
終
息
を
「
祈

る
」
だ
け
で
な
く
、
能
楽
界
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
の
だ
と
い
う
気
概
も
感
じ
さ
せ
た
。

　

自
粛
以
来
久
し
ぶ
り
の
大
型
能
楽
公
演
と
し
て
、
入
場
前
の
検
温
と

手
指
消
毒
、
観
客
が
密
集
し
な
い
よ
う
な
工
夫
、
客
席
や
ロ
ビ
ー
の
換

気
等
々
、「
舞
台
芸
術
公
演
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
緊
急
事
態
舞
台
芸
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
6

月
30
日
に
発
表
）に
沿
っ
た
感
染
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
ス
タ
イ

ル
が
、
以
後
の
各
能
楽
堂
で
の
公
演
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に

見
え
る
。
舞
台
上
で
も
、
切
戸
を
開
け
た
ま
ま
の
上
演
、
地
謡
の
舞
台

用
マ
ス
ク
着
用（
流
儀
に
よ
る
）や
人
数
縮
小
、
ワ
キ
ツ
レ
な
ど
舞
台
上

で
の
仕
事
を
終
え
た
演
者
は
退
場
す
る
等
の
工
夫
や
、
上
演
時
間
短
縮

の
た
め
の
詞
章
の
カ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
た
。〈
安
宅
〉の
同
山
が
五
人
、

金
剛
流
の〈
道
成
寺
〉で
も
上
掛
リ
同
様
に
鐘
を
先
に
釣
る
な
ど
、
通
常

で
は
成
さ
れ
な
い
は
ず
の
演
出
変
更
も
敢
行
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
う
し

た
舞
台
上
の
演
出
に
関
わ
る
工
夫
は
、
地
謡
の
マ
ス
ク
を
の
ぞ
き
、
そ

の
後
の
上
演
で
は
採
用
さ
れ
ず
、
比
較
的
早
く
に
通
常
の
形
に
戻
っ
て

い
っ
た
よ
う
だ
。

　

各
日
の
公
演
と
主
な
出
演
者
は
以
下
の
通
り
。

7��

月
27
日　
〈
翁
〉観
世
清
和
・
野
村
萬
斎
、〈
末
広
〉大
藏
彌
右
衛
門
、

半
能〈
石
橋�

古
式
〉金
春
憲
和

7�

月
28
日　

舞
囃
子〈
高
砂�

八
段
之
舞
〉武
田
宗
和
、〈
釣
針
〉三
宅
右

近
、〈
清
経
〉友
枝
昭
世

7�

月
29
日　

舞
囃
子〈
初
雪
〉櫻
間
金
記
、〈
二
人
大
名
〉茂
山
千
五
郎
、

〈
葵
上�

古
式
〉大
槻
文
藏

7�

月
30
日　

仕
舞〈
菊
慈
童
〉佐
伯
紀
久
子
、
仕
舞〈
巻
絹
キ
リ
〉鵜
澤
久
、

舞
囃
子〈
松
風
〉豊
嶋
彌
左
衛
門
、〈
棒
縛
〉野
村
万
蔵
、〈
邯
鄲
〉武
田

孝
史

7�

月
31
日　

舞
囃
子〈
鷺
〉野
村
四
郎
、〈
月
見
座
頭
〉山
本
東
次
郎
、

〈
道
成
寺�

古
式
〉金
剛
龍
謹

8�

月
3
日　
〈
翁
〉金
春
安
明
・
大
藏
彌
太
郎
、〈
二
人
袴
〉山
本
泰
太
郎
、

半
能〈
絵
馬�

女
体
〉香
川
靖
嗣

8�

月
4
日　

舞
囃
子〈
葛
城�

大
和
舞
〉本
田
光
洋
、〈
川
上
〉野
村
萬
、

〈
安
宅�

勧
進
帳
・
瀧
流
之
伝
〉観
世
銕
之
丞

8�
月
5
日　

舞
囃
子〈
熊
坂
〉香
川
靖
嗣
、〈
茸
〉野
村
萬
斎
、〈
西
行
桜�

杖
之
舞
〉観
世
銕
之
丞（
梅
若
実
の
代
演
）

8�

月
6
日　

舞
囃
子〈
弱
法
師
〉大
坪
喜
美
雄
、
仕
舞〈
花
筐�

狂
〉梅
若

万
三
郎
、
仕
舞〈
鵜
之
段
〉観
世
喜
之
、〈
木
六
駄
〉野
村
万
作
、〈
船
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弁
慶�

白
波
之
伝
〉金
剛
永
謹（
後
シ
テ
は
金
剛
龍
謹
に
変
更
）

8�
月
7
日　

舞
囃
子〈
乱
〉片
山
九
郎
右
衛
門
、
仕
舞〈
鶴
亀�

ク
セ
〉高

橋
章
、〈
棒
縛
〉大
藏
基
誠
・
善
竹
大
二
郎
、〈
道
成
寺
〉宝
生
和
英

そ
の
他
の
催
し

◎
大
槻
能
楽
堂
再
開
場
『
日
賀
寿
能
』

　

二
〇
一
九
年
七
月
か
ら
の
改
修
工
事（
第
一
期
）を
終
え
て
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
公
演
。
未
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
時
期
の
催

し
。

1�

月
3
日
。
第
一
日
。〈
翁�

烏
帽
子
祝
言
〉観
世
清
和
・
観
世
三
郎

太
・
茂
山
逸
平
・
大
倉
源
次
郎
・
吉
阪
一
郎
・
大
倉
伶
士
郎
、

〈
猩
々�

前
後
之
替
〉観
世
銕
之
丞
・
観
世
淳
夫
・
福
王
和
幸

1�

月
4
日
。
第
二
日
。〈
翁�

大
黒
風
流
〉大
槻
文
蔵
・
大
槻
裕
一
・
野

村
裕
基
・
野
村
萬
斎
・
野
村
万
作
・
成
田
達
志
・
古
田
知
英
・
成
田

奏
、〈
鞍
馬
天
狗�

白
頭�

素
翔
〉野
村
四
郎　

◎
桐
星
会

　

2
月
29
日
。
宝
生
能
楽
堂
。「
二
十
四
世
金
春
惣
右
衛
門
國
直
襲
名

披
露
」「
二
十
二
世
金
春
惣
右
衛
門
國
長
・
二
十
三
世
金
春
惣
右
衛
門

國
和
七
回
忌
追
善
」
の
催
し
。〈
朝
長�

懺
法
・
大
崩
ノ
語
〉宝
生
和

英
・
宝
生
欣
哉
・
山
本
東
次
郎
・
一
噌
隆
之
・
幸
正
昭
・
亀
井
広
忠
・

金
春
惣
右
衛
門
。
他
に
、
囃
子
、
一
調
等
。
会
の
趣
旨
か
ら
し
て
も
中

止
や
延
期
が
し
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
他
の
催
し
が
多
く
中
止
に
な

る
中
で
敢
行
さ
れ
た
。

◎
新
作
能〈
白
雪
姫
〉

　

八
世
野
村
万
蔵（
五
世
野
村
万
之
丞
）十
七
回
忌
追
善
特
別
公
演
。
6

月
18
日
、
観
世
能
楽
堂
に
て
収
録
。
8
月
14
日
よ
り
配
信
。
6
月
6
日

に
観
世
能
楽
堂
で
上
演
の
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
無
観

客
の
動
画
配
信
に
変
更
さ
れ
た
。
野
村
太
一
郎
演
出
・
主
演
。
99
年
3

月
に
五
世
万
之
丞
主
宰
の
「
新
生
の
会
」
最
終
公
演
で
上
演
し
た
作
品

を
新
演
出
で
上
演
し
た
。
初
演
で
は
能
の
様
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も

立
ち
役
は
狂
言
方
が
演
じ
た
が
、
今
回
は
、
シ
テ
方
が
三
名
加
わ
っ
て

い
る
。
出
演
は
、
野
村
太
一
郎（
女
王
・
魔
女
）、
坂
口
貴
信（
白
雪
姫
）、

観
世
三
郎
太（
王
子
）、
大
槻
裕
一（
鏡
の
精
）、
野
村
裕
基（
太
郎
冠
者
）

他
。
野
村
萬
斎
監
修
。

◎
国
立
能
楽
堂
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

　

日
本
博
参
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
。
文
化
庁
の
Ｈ
Ｐ
に

「
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

機
運
醸
成
や
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
拡
大
等
も
見
据
え
つ
つ
、
日
本
の

美
を
体
現
す
る
我
が
国
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
り
、
そ
の
多
様
か
つ

普
遍
的
な
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
日
本
全
国
を
舞
台
に
「
日
本
博
」

を
展
開
し
ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
意
識
し
て
の
も
の
。
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
公
演
も
、
初

め
て
の
観
客
や
訪
日
外
国
人
に
も
親
し
め
る
よ
う
、
演
者
に
よ
る
わ
か

り
や
す
い
解
説
、
多
言
語
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
日
本
語
・
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
字
幕
解
説
な
ど
が

準
備
さ
れ
た
。
各
流
、
各
家
で
二
日
ず
つ
、
同
じ
演
目
を
違
う
役
者
が

演
じ
た
。
／
の
前
に
一
日
目
の
演
者
、
後
に
二
日
目
の
演
者
を
記
す
。

7�

月
20
日
・
21
日
：〈
萩
大
名
〉野
村
晶
人
／
野
村
万
蔵
、〈
猩
々
〉辻
井
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八
郎
／
山
中
一
馬
。
解
説
：
中
村
昌
弘
。

7�
月
23
日
・
24
日
：〈
棒
縛
〉大
藏
基
誠
／
善
竹
大
二
郎
、〈
土
蜘
蛛
〉山

崎
正
道
／
小
田
切
康
陽
。
解
説
：
川
口
晃
平
。

7�

月
25
日
・
26
日
：〈
附
子
〉山
本
泰
太
郎
／
山
本
則
重
、〈
羽
衣
〉辰
巳

満
次
郎
／
佐
野
登
。
解
説
：
和
久
荘
太
郎
。

8�

月
26
日
・
27
日
：〈
盆
山
〉野
口
隆
行
／
奥
津
健
太
郎
、〈
清
経
〉友
枝

雄
人
／
長
島
茂
。
解
説
：
佐
々
木
多
門
。

9�

月
2
日
・
3
日
：〈
仏
師
〉高
野
和
憲
／
野
村
太
一
郎
、〈
安
達
原
〉観

世
喜
正
／
中
所
宜
夫
。
解
説
：
佐
久
間
二
郎
。

◎
国
立
能
楽
堂
9
月
公
演
「
手
話
狂
言
」　

　

9
月
5
日
。
国
立
能
楽
堂
。
令
和
2
年
度
日
本
博
主
催
・
共
催
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
文
化
庁
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
主
催
。

曲
目
は〈
佐
渡
狐
〉〈
清
水
〉〈
六
地
蔵
〉。
出
演
：
日
本
ろ
う
者
劇
団
。
声

の
出
演
：
三
宅
狂
言
会
。
演
出
・
指
導
：
三
宅
右
近
・
三
宅
右
矩
・
三

宅
近
成
。

◎
新
作
能〈
ア
マ
ビ
エ
〉

　

大
倉
流
小
鼓
方
の
上
田
敦
史
が
五
月
の
自
粛
期
間
に
書
き
上
げ
た
新

作
能
。
装
束
や
面
を
様
々
に
工
夫
し
な
が
ら
各
地
で
上
演
。
期
間
限
定

で
動
画
配
信
も
行
っ
た
。
現
在
も
大
槻
能
楽
堂
で
の
無
観
客
上
演
の
動

画
はY

ouT
ube

で
視
聴
可
能
。

9
月
4
日
：
西
宮
能
楽
堂
。
梅
若
基
徳
・
江
崎
欽
次
朗
。

9
月
22
日
：
泉
佐
野
市
り
ん
く
う
公
園
。
武
富
康
之
・
有
松
遼
一
。

10�

月
5
日
：
姫
路
市
大
塩
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
。
上
野
朝
義
・
有
松
遼

一
。

10
月
13
日
：
田
辺
市
扇
ヶ
浜
カ
ッ
パ
ー
ク
。
上
野
朝
義
・
有
松
遼
一
。

10
月
18
日
：
篠
山
市
春
日
神
社
能
楽
殿
。
武
富
康
之
・
江
崎
欽
次
朗
。

10
月
22
日
：
丹
波
市�

い
そ
部
神
社
拝
殿
。
武
富
康
之
・
有
松
遼
一
。

12�

月
4
日
：
大
槻
能
楽
堂
。
武
富
康
之
・
有
松
遼
一
。
無
観
客
で
の
上

演
動
画
をY

ouT
ube

に
て
公
開
。

12
月
14
日
：
奈
良
市
音
声
館
。
梅
若
基
徳
・
江
崎
欽
次
朗
。

◎
新
作
能　

深
大
寺�

蕎
麦
の
能
「
月
魄
」

　

11
月
23
日
。
調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り
く
す
の
き
ホ
ー
ル
。
ラ
イ

ブ
配
信
あ
り
。
伝
統
芸
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
調
布
能
楽odyssey

」
が

三
年
に
亘
っ
て
進
も
め
ら
れ
、
最
終
年
で
あ
る
本
年
、
新
作
能
を
上
演
。

山
中
迓
晶
作
・
主
演（
蕎
麦
の
花
の
精
）。
監
修
は
梅
若
実
・
大
倉
源
次

郎
。
他
に
、
半
能〈
石
橋
〉の
上
演
も
あ
り
。

新
し
い
試
み

◎
Ｖ
Ｒ
能
『
攻
殻
機
動
隊
』

　

8
月
22
日
、
23
日（
計
四
回
公
演
）。
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
。

演
出
・
奥
秀
太
郎
。
脚
本
・
藤
崎
淳
一
。
映
像
技
術
・
福
地
健
太
郎
。

Ｖ
Ｒ
技
術
・
稲
見
昌
彦
。
出
演
・
川
口
晃
平
、
坂
口
貴
信
、
谷
本
健
吾
、

大
島
輝
久
。
Ｓ
Ｆ
漫
画
『
攻
殻
機
動
隊
』
の
主
人
公
は
、
生
身
の
身
体

を
持
た
ず
脳
を
直
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
ぐ
「
草
薙
素
子
」
と
い
う
女

性
。『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
7
月
号
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事（
奥
・
福
地
・

川
口
・
坂
口
・
谷
本
の
五
氏
が
登
場
）が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

◎�

能
「
隅
田
川
」
×
オ
ペ
ラ
「
カ
ー
リ
ュ
ー
・
リ
ヴ
ァ
ー
」
連
続
上
演

〝
幻（GEN
）〟
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10
月
18
日
。
よ
こ
す
か
芸
術
劇
場
。
大
ホ
ー
ル
に
能
舞
台
を
設
置
し
、

同
じ
舞
台
の
上
で
能
と
オ
ペ
ラ
を
続
け
て
上
演
。
能
の
演
出
は
観
世
喜

正
、
オ
ペ
ラ
は
弥
勒
忠
史
。
当
日
の
演
出
等
に
つ
い
て
は
小
田
幸
子

「
大
い
な
る
川
─
能
『
隅
田
川
』
と
オ
ペ
ラ
『
カ
ー
リ
ュ
ー
・
リ

ヴ
ァ
ー
』
連
続
上
演
」（
能
楽
タ
イ
ム
ズ
令
和
2
年
12
月
号
）に
詳
し
い
。

　

隅
田
川
：
観
世
喜
正
、
森
常
好
、
竹
市
学
、
飯
田
清
一
、
亀
井
広
忠
。

　

�

オ
ペ
ラ
：
指
揮
・
鈴
木
優
人
。
鈴
木
准
、
与
那
城
敬
、
坂
下
忠
広
、

加
藤
宏
隆
。

◎�

「
観
世
清
和
×
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ　

能
＋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン　

継
承
さ

れ
る
伝
統
と
現
代
の
融
合
」

　

11
月
9
日
。
観
世
能
楽
堂
。
令
和
2
年
日
本
博
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
主
催
：
株
式
会
社
イ
ン
プ
レ
ザ
リ
オ
。
実
見
し
て
い

な
い
た
め
、
以
下
、JU

N
K
O
�K

O
SH

IN
O
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（junkokoshino.com

）よ
り
抄
出
し
引
用
す
る
。「
第
一
部
は
…
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
に
よ
る
日
本
の
美
意
識
を
表
現
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
」。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
「
能
の
所
作
を
彷
彿

と
さ
せ
る
モ
デ
ル
の
静
か
な
摺
り
足
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
、
お
囃

子
の
音
に
合
わ
せ
て
独
特
な
世
界
観
を
演
出
。
シ
ョ
ー
の
最
後
に
は
観

世
三
郎
太
氏
が
特
別
出
演
。
力
強
い
舞
と
共
に
蜘
蛛
の
糸
が
放
た
れ

た
」
と
あ
る
。
第
二
部
で
は
、
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
装

束（
後
シ
テ
）や
作
リ
物
を
使
っ
た〈
紅
葉
狩 

鬼
揃
〉を
観
世
清
和
他
が

披
演
。「
シ
テ
の
鬼
装
束
の
生
地
は
京
都
の
細
尾
で
織
り
上
げ
た
特
別

な
生
地
を
使
用
し
、
鬼
の
畏
れ
を
重
厚
な
世
界
観
で
表
現
し
た
」
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
右
に
掲
げ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
写
真
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

【
自
粛
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活
動
・
動
画
配
信
な
ど
】

　

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
、
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
観
客
と
繋

が
っ
た
の
は
、
茂
山
千
五
郎
家
に
よ
るY

ouT
ube

配
信
「Y

ouT
ube

で
逢
い
ま
し
ょ
う
」
で
あ
る
。
第
一
回
は
3
月
1
日
配
信
と
い
う
素
早

さ
で
始
ま
り
、
こ
の
展
望
を
書
い
て
い
る
二
〇
二
三
年
一
月
に
70
回
に

達
し
て
い
る
。

　

一
方
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
で
能
楽
師
が
能
楽
堂
に
も
集
ま
れ
な

い
と
い
う
き
わ
め
て
特
殊
な
状
況
下
で
の
限
定
的
な
試
み
も
多
く
あ
っ

た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
京
都
観
世
会
の
「
き
ょ
う
の
能
楽
師
」（
5

月
1
日
～
6
月
26
日
）は
、
老
若
男
女
の
構
成
員
が
、
毎
日〈
高
砂
〉〈
賀

茂
〉の
素
謡
を
少
し
ず
つ
謡
っ
た
り
仕
舞
を
演
じ
た
り
し
て
繋
い
で
い

く
企
画
で
、
京
都
観
世
会
館
再
開（
6
月
27
日
）の
前
日
ま
で
続
い
た
。

ま
た
、
武
田
尚
浩
と
二
人
の
子
息
祥
照
・
崇
史
が
主
催
し
た
連
続
12
時

間
の
生
配
信
「
お
能
の
が
っ
こ
う
」（
5
月
4
日
）は
、
能
舞
台
も
装

束
・
面
も
所
有
す
る
家
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
も
明
る
い
若
い
役
者
が
中
心
と
な

り
、
ま
さ
に
「
秘
術
っ
と
尽
く
し
」
た
配
信
で
、
好
評
を
博
し
た
が
、

能
楽
師
の
仕
事
が
通
常
の
状
態
に
戻
っ
た
今
、
も
う
一
度
同
じ
こ
と
を

す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

自
粛
期
間
に
は
、
個
人
や
家
単
位
の
発
信
だ
け
で
な
く
、
国
立
能
楽

堂
や
横
浜
能
楽
堂
を
は
じ
め
各
地
の
能
楽
堂
で
も
、
過
去
の
上
演
動
画

の
無
料
配
信
の
ほ
か
、
本
来
は
観
客
を
入
れ
て
演
ず
る
筈
だ
っ
た
能
を

無
観
客
の
ま
ま
上
演
・
撮
影
し
て
配
信
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
た
。
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ま
た
、
上
限
50
％
で
観
客
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
有

観
客
で
の
上
演
と
、
有
料
の
ラ
イ
ブ
配
信
ま
た
は
期
間
限
定
配
信
を
併

せ
て
行
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
多
様
な
活
動
に
つ
い
て
は
「
コ
ロ
ナ
禍
と
能
楽
」

で
も
紹
介
し
て
お
り
、
ま
た
『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀

要
』
32
号
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
2
0
2
0
年
に
主
催
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
コ
ロ
ナ
禍
と
オ
ン
ラ
イ
ン
―
能
楽
師
た
ち
の
挑

戦
」
の
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

我
々
は
能
や
狂
言
の
授
業
の
場
で
「
ビ
デ
オ
で
は
本
当
の
と
こ
ろ
は

判
ら
な
い
。
生
の
舞
台
に
ぜ
ひ
触
れ
て
ほ
し
い
」
と
教
え
続
け
て
き
た
。

実
演
者
た
ち
も
「
舞
台
は
生
で
観
て
こ
そ
」
と
言
っ
て
い
た
し
、
も
ち

ろ
ん
心
か
ら
そ
う
信
じ
て
い
た
と
思
う
が
、
生
の
舞
台
を
奪
わ
れ
た
結

果
、
従
来
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
良
質
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、

ネ
ッ
ト
上
に
数
多
く
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

能
楽
界
全
体
か
ら
一
気
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
抵
抗
が
消
え
た
の
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
残
し
た
数
少
な
い
メ
リ
ッ
ト
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、

能
や
狂
言
の
配
信
に
は
能
楽
堂
で
の
通
常
の
公
演
に
取
っ
て
替
わ
れ
る

ほ
ど
の
経
営
上
の
力
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
能
楽
堂
の
チ

ケ
ッ
ト
よ
り
は
ず
っ
と
安
い
金
額
で
も
、
そ
の
料
金
を
払
っ
て
動
画
を

見
る
人
の
数
は
、
け
っ
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
観
客
の
入
場

数
に
制
限
が
無
く
な
っ
て
以
降
は
、
た
だ
動
画
を
撮
る
の
で
は
な
く
、

能
楽
堂
の
座
席
で
見
る
の
と
は
違
う
見
方
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
や
、

特
に
動
画
を
見
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
観
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

催
し
な
ど
、
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。

襲
名
・
そ
の
他

◎�

太
鼓
方
金
春
流
の
金
春
國
直
は
、
3
月
に
二
十
四
世
惣
右
衛
門
を
襲

名
し
た
。

◎�

狂
言
方
和
泉
流
の
小
笠
原
匡（
た
だ
し
）は
、
11
月
に
由
祠（
た
だ
し
）

と
改
名
し
た
。

栄
誉
・
受
賞

◎�

京
都
市
芸
術
振
興
賞

　

1
月
15
日
。
高
林
白
牛
口
二（
本
名
＝
皓
二
）（
シ
テ
方
喜
多
流
）。

◎�

京
都
市
芸
術
新
人
賞

　

1
月
15
日
。
宇
髙
竜
成（
シ
テ
方
金
剛
流
）。

◎�

第
38
回
京
都
府
文
化
賞
功
労
賞

　

2
月
6
日
。
廣
田
幸
稔（
シ
テ
方
金
剛
流
）。

◎�

芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞

　

3
月
4
日
。
茂
山
七
五
三（
狂
言
方
大
蔵
流
）。

◎�

春
の
褒
章　

旭
日
双
光
章

　

4
月
29
日
。
粟
谷
能
夫（
シ
テ
方
喜
多
流
）。

◎�

第
37
回
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
賞

　

6
月
18
日
。
野
村
万
作（
狂
言
方
和
泉
流
）。

◎�
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
優
秀
賞

　

8
月
18
日
。
山
階
弥
右
衛
門（
シ
テ
方
観
世
流
）。

◎�

文
化
功
労
者

　

11
月
3
日
。
福
王
茂
十
郎（
本
名
＝
輝
幸
）（
ワ
キ
方
福
王
流
）。
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◎�
秋
の
褒
章　

旭
日
中
綬
章

　

11
月
3
日
。�

友
枝
昭
世（
シ
テ
方
喜
多
流
）。

◎�
文
化
庁
長
官
表
彰

　

12
月
1
日
。
中
谷
明（
笛
方
森
田
流
）。

◎
催
花
賞

　

12
月
7
日
。
一
噌
庸
二（
笛
方
一
噌
流
）。

日
本
能
楽
会
・
能
楽
協
会
関
係

◎
日
本
能
楽
会

【
追
加
認
定
】

　

7
月
17
日
、
重
要
無
形
文
化
財
「
能
楽
」
総
合
認
定
保
持
者
の
追
加

認
定
の
答
申
が
あ
り
、
新
た
に
51
名
が
追
加
認
定
さ
れ
た
。
内
訳
は
シ

テ
方
観
世
流
22
、
金
春
流
4
、
宝
生
流
7
、
金
剛
流
1
、
ワ
キ
方
高
安

流
2
、
福
王
流
1
、
笛
方
森
田
流
1
、
藤
田
流
1
、
小
鼓
方
幸
流
1
、

太
鼓
方
観
世
流
1
、
金
春
流
1
、
狂
言
方
大
蔵
流
3
、
和
泉
流
6
。

【
役
員
構
成
】

《
会
長
》野
村
四
郎

《
副
会
長
・
常
務
理
事
》金
剛
永
謹

《
常
務
理
事
》観
世
清
和
・
亀
井
保
雄
・
豊
嶋
三
千
春
・
粟
谷
能
夫
・
高

安
勝
久
・
山
本
東
次
郎

《
理
事
》梅
若
玄
祥
・
浅
見
真
州
・
金
春
安
明
・
高
橋
忍
・
武
田
孝
史
・

宝
生
欣
哉
・
観
世
新
九
郎
・
亀
井
実
・
山
本
哲
也
・
小
寺
佐
七
・
野
村

萬
斎
・
茂
山
七
五
三
・
宝
生
和
英
・
飯
冨
雅
介
・
杉
市
和

《
監
事
》小
林
与
志
郎
・
櫻
間
金
記

【
会
員
数
】
531
名（
休
会
者
等
を
の
ぞ
く
実
質
人
数
）

◎
能
楽
協
会

【
役
員
構
成
】（
二
〇
二
〇
年
八
月
選
任
役
員
）

《
理
事
長
》観
世
銕
之
丞

《
専
務
理
事
》本
田
光
洋

《
常
務
理
事
》武
田
宗
和
・
香
川
靖
嗣
・
國
川
純
・
観
世
喜
正

《
理
事
》井
上
裕
久
・
大
倉
源
次
郎
・
大
藏
彌
太
郎
・
小
倉
伸
二
郎
・
金

井
雄
資
・
金
子
敬
一
郎
・
桜
井
均
・
種
田
道
一
・
辻
井
八
郎
・
中
村
邦

生
・
成
田
達
志
・
野
村
又
三
郎
・
廣
田
幸
稔
・
藤
波
重
彦
・
宝
生
欣

哉
・
水
上
優
・
山
井
綱
雄
・
山
本
章
弘

《
監
事
》中
村
元
彦
・
丸
岡
圭
一
・
大
和
滋

《
顧
問
》野
村
萬
・
観
世
清
和
・
金
剛
永
謹

【
会
員
数
】
1
0
9
5
名（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
六
日
現
在
）

シ
テ　

観
世
358　

金
春
97　

宝
生
151　

金
剛
63　

喜
多
47　

小
計
716
名

ワ
キ　

高
安
12　

福
王
15　

宝
生
22　

小
計
49
名

笛　
　

一
噌
11　

森
田
42　

藤
田
4　

小
計
57
名

小
鼓　

幸
28　

幸
清
8　

大
倉
17　

観
世
4　

小
計
57
名

大
鼓　

葛
野
9　

高
安
11　

大
倉
10　

石
井
10　

観
世
2　

小
計
42
名

太
鼓　

観
世
15　

金
春
18　

小
計
33
名

狂
言　

大
蔵
75　

和
泉
66　

小
計
141
名

支
部
別　

東
京
537
名　

名
古
屋
名
87
名　

北
陸
69
名　

京
都
141
名　

大

阪
135
名　

神
戸
40
名　

九
州
69
名　

本
部
扱
17
名
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物
故
者

●
菅
啓
好

　

小
鼓
方
幸
流
。
1
月
10
日
に
逝
去
。
享
年
77
。

●
岩
田
ア
キ
ラ

　

能
楽
写
真
家
。
2
月
5
日
に
逝
去
。
享
年
71
。
昭
和
23
年
生
ま
れ
。

松
竹
写
真
部
を
経
て
、
能
狂
言
、
歌
舞
伎
、
文
楽
な
ど
の
撮
影
を
手
が

け
る
。
国
立
能
楽
堂
主
催
公
演
の
撮
影
を
、
長
く
担
当
し
た
。
著
書
に

『
能
の
ふ
る
さ
と
散
歩�

上
・
下
』『
野
村
萬
斎
写
真
集
』『
雀
右
衛
門
写

真
集
：
す
ず
め
百
ま
で
』
な
ど
多
数
。

●
宇
髙
通
成

　

シ
テ
方
金
剛
流
。
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
総
合
認
定
）。
3
月
28

日
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
た
め
逝
去
。
享
年
72
。
昭
和
22
年
生
ま
れ
。
二

世
金
剛
厳
に
師
事
。
昭
和
45
年
に
独
立
。
昭
和
60
年
、
国
際
能
楽
研
究

会
を
設
立
。
国
外
で
の
継
続
的
な
能
の
稽
古
や
外
国
籍
の
能
楽
師
育
成

等
の
功
績
に
よ
り
第
29
回
催
花
賞
受
賞
。〈
卒
塔
婆
小
町
〉〈
木
賊
〉〈
鸚

鵡
小
町
〉等
を
披
演
。「
宇
髙
青
蘭
能
之
会
」「
能
を
楽
し
む
会
」「
三
輪

清
浄
」「
宇
髙
通
成
面
乃
会
」
等
を
主
宰
。
能
面
作
家
と
し
て
も
国
内

外
で
活
躍
し
た
。

●
長
山
禮
三
郎

　

シ
テ
方
観
世
流
。
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
総
合
認
定
）。
4
月
5

日
、
間
質
性
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
77
。
昭
和
18
年
生
ま
れ
。
小
学

校
卒
業
後
す
ぐ
に
二
世
観
世
喜
之
に
内
弟
子
入
門
。
昭
和
42
年
に
独
立
。

三
世
観
世
喜
之
、
八
世
観
世
銕
之
丞
に
も
師
事
。
東
西
で
活
動
を
続
け
、

長
年
に
わ
た
り
「
堺
市
民
能
」「
芦
屋
能
」
を
企
画
・
上
演
し
た
。〈
卒

都
婆
小
町
〉〈
鷺
〉〈
鸚
鵡
小
町
〉〈
姨
捨
〉な
ど
を
披
演
。
堺
市
有
功
賞
、

大
阪
府
知
事
賞
な
ど
、
受
章
多
数
。
観
世
九
皐
会
理
事
。

●
善
竹
富
太
郎

　

本
名
茂
山
富
太
郎
。
狂
言
方
大
蔵
流
。
4
月
30
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
伴
う
敗
血
症
の
た
め
逝
去
。
享
年
40
。
昭
和
54
年
生
ま
れ
。

善
竹
十
郎
の
長
男
。
人
間
国
宝
だ
っ
た
善
竹
彌
五
郎
の
曾
孫
に
あ
た
る
。

5
歳
で〈
靫
猿
〉の
小
猿
役
で
初
舞
台
。
20
歳
で〈
三
番
三
〉、
22
歳
で

〈
那
須
〉、
24
歳
で〈
釣
狐
〉を
披
く
。
多
く
の
舞
台
を
勤
め
る
か
た
わ
ら
、

桐
朋
学
園
短
期
大
学
演
劇
科
、
昭
和
音
楽
大
学
短
期
大
学
部
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
学
科
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
講
師
と
し
て
指
導
も
多
く

行
っ
た
。
ま
た
、
全
国
の
学
校
狂
言
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

Y
ouT

ube

な
ど
を
通
し
て
の
普
及
活
動
や
、
狂
言
と
西
洋
音
楽
、
オ

ペ
ラ
等
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

●
宮
内
美
樹

　

観
世
流
シ
テ
方
。
11
月
20
日
、
癌
の
た
め
逝
去
。
享
年
49
。
初
め
て

鑑
賞
し
た
能
に
感
動
し
、
旧
科
学
技
術
庁
官
僚
か
ら
転
身
。
観
世
流
橋

岡
会
門
下
の
荒
木
亮
に
師
事
し
た
。
千
葉
県
松
戸
市
や
都
内
で
能
楽
講

座
を
開
く
な
ど
、
老
若
男
女
に
能
楽
の
魅
力
の
普
及
に
も
努
め
て
い
た
。

2
0
1
2
年
に
能
楽
協
会
に
入
会
。


